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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 キュウリの施設栽培においては、同一ほ場で多肥栽培を行うことによる塩類集積やこれに伴う

環境への影響が懸念されている。 また、近年、キュウリ栽培者の高齢化が進み、灌水及び施肥

管理などの作業についても省力化や軽労化が求められている。 

 このため、施設きゅうり栽培の省力化と減肥料及び環境負荷軽減をねらい、灌水と施肥が効率

的に行え、またそれらが可能な限り自動化できるpFセンサー制御による灌水同時施肥システムを

開発し、そのシステムの実用化を図った。

（１）  施設キュウリを対象に、ほ場のpFに連動して液肥の供給が制御される灌水同時施肥 システム

を考案した(図1)。

（２）  ほ場のpFと連動して液肥の供給がなされることから、ハウス内環境やキュウリの生育 に応じて

自動的に灌水・施肥がなされる。

（３）  約0.3～0.5dS/m濃度の液肥を用いれば、減肥効果が高いとされる肥効調節型肥料を用い た栽

培法よりさらに約40％少ない施肥量で、ほぼ同等の収量を得ることができる(表1)。

（４）  栽培終了後に土壌に残存する硝酸態窒素量は少なく、環境負荷軽減に有効である。

（５）  本システムの設置に要する物財費の年負担額（10ａあたり）は約14万円である(表2)。

２ 期待される効果

（１）  施肥・灌水が自動化されることで、これらの労力及び精神的負担が軽減される。特に、栽培初心

者であっても、キュウリの灌水・施肥管理に関しては全て自動で行 われるため安定した生産が期

待できる。

（２）  栽培終了後に残存肥料成分がほとんどないので、土壌の塩類集積が回避できる。

（３）  構造が比較的簡単なため自作が可能であり、自作すれば市販品を購入するより安価に導入で

きる。

３ 適用範囲

県内各産地

４ 普及上の留意点

 供給する液肥の濃度設定は、導入初年目については、ほ場ごとに地力が異なることから、キュ

ウリの生育等を見ながら低濃度で栽培を始める。
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